





















































チウス日本文典を主題として」と題する『中央公論~ (1923年 4月号， pp. 124-141)に掲載
した論文である。
吉野は、この二つの論考とほぼ同時に「書架の前にてJ(W明星~ 1923年4月号， pp. 45-49) 
と題する文章の一節で、キリシタン資料の一つであるコリヤードの『俄悔録』を短く紹介し
ていた。のちに『機悔録』の大部分の翻字を「切支丹機悔録」として『改造~ (1928年 2月











































































































































































ドンケル=クルチウス(1813'"'-1879.Jan Hendrik Donker Curtius)が執筆し、ホフマンが増補
を加えて刊行した日本文典'Proeveeene r j apan i sche Spraakkuns r (Le iden， 1857)の、パジ


























































































と思われる(なお、 2月 9日の日記は 10日になってから 10日分と合わせて書いたものであ
る)。
もう一つの吉野ならではの観察眼として、ドンケル=クルチウスの原稿に対する日本側から
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